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令和 3 年度末報告書（実⾏団体） 
● 提 出 ⽇ ：令和４年 4 ⽉ 11 ⽇ 
● 事 業 名 ：ひろしま農業型⾃⽴⽀援プログラム〜⽣きづらさを抱える若者の多様な「働くこと」「暮らすこと」を⽀える事業 
● 資⾦分配団体 ：NPO 法⼈ひろしま NPO センター 
● 実 ⾏ 団 体  ：NPO 法⼈ブエンカミーノ 
 

① 実績値 
【資⾦⽀援】 

アウトプット 指標 ⽬標値 
 

達成時期 現在の指標の達成状況 進捗
状況
＊ 

 

①−1 若者を⽀援へ繋げる導
線づくり 
a)HP リニューアルされてい
る 

a)リニューアル
されたかどうか 

a) リニューアル
されている 
 

a)2022 年
夏頃 

リニューアルされ、SNS との連動によって更新さ
れている。 

１ 

b)紙媒体を作成し関係機関に
設置されている 

b)設置場所の数 b)50 か所 b)2022
年春頃 

ワークキャンプのチラシ作成するもコロナの影
響で実施の⽬途が⽴たず配布には⾄らず。団体パ
ンフレットのリニューアルは未達成。 

３ 
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c)説明会が実施されている c)実施回数、参加
者数 

c)説明会：20 回、
200 ⼈（サポス
テ・⼤学などの相
談機関にて出張
説明会） 

c)2024 年
1 ⽉ 

＊関係機関との連携に関する⾯談 4 回（若者交流
館、北部サポステ、広島家庭裁判所、公益社団法
⼈⽇本駆け込み寺、RCC、安芸⾼⽥ JA） 
＊当事者への講演・説明会 4 回、計 49 ⼈（もみ
じの会、ひきこもり相談センター当事者会、若者
交流館、農業体験参加者など） 

２ 

①−2 物理的な環境を整える 
a)シェアハウスが整備され、
若者にとって安⼼安全な住環
境が整っている 

整備内容 a) 移転に伴う居
室のリフォーム
が達成され、より
安⼼安全で快適
な住環境を整え
ることができて
いる 

a)2023 年
春頃 

＊共同のリビングに冷暖房が新設された 
＊シャワー室やトイレなどの備品が⼀新され使
いやすくなった。 
＊共同スペースが模様替えされ、より⼈が集いや
すくなった。 
＊移転先であった古⺠家の使⽤⽬的が変更され、
⽬下のところ移転の予定は未定である。 

２ 

b)農作業場が整備され、若者
にとって安全で本格的な訓練
環境が整っている 

整備内容 b)ビニールハウ
スの設置、作業場
の整備によって、
安全で効率的、持
続可能な作業環
境が整っている 

b)2023
年春頃 

＊ビニールハウスが 2棟設置され、きゅうりの植
付、サツマイモの育苗などが始まった。 
＊畝たて機、動噴機、草刈り機を購⼊し、効率よ
く農作業できるようになった。 
＊薪割機を購⼊し、新たな作業として、薪づくり・
スウェーデントーチ作りが始まった。 
＊広い作業場を無償で借り受け、ソファや⼤型扇
⾵機、作業台、ハンモックなどを設置し、新たな
作業場が整った。 

１ 
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①−3精神的な環境を整える 
a)若者がカウンセリングを受
けることができている 

a)回数、⼈数 a)100 ⼈ 2024 年 1
⽉ 
 

237回、76 名 １ 

b)ワークキャンプに参加して
スタッフや仲間と関わった 

b)回数、⼈数 
 

b)200 ⼈ 2024 年 1
⽉ 
 

イベント回数 10 回、202名 
（農業体験、サマーキッズ、ハロウィン、年末も
ちつき⼤会、災害ボランティア） 
のべ⼈数 

１ 

② -1 若者が農業を通じた就
労⾃⽴訓練（⻑期プログ
ラム）に参加した 

⼈数 
 

20 ⼈ 2024 年 1
⽉ 
 

1名 
 

３ 

③ -2 若者が共同⽣活を通じ
た就労⾃⽴訓練（⻑期プ
ログラム）に参加した 

⼈数 
 

20 ⼈ 2024 年 1
⽉ 
 

2名 ３ 

② -3 若者が研修奨励⾦を得
た 

⼈数と⾦額   就労研修を⾏う若者と団体との間における⾦銭
授受の取り扱いについては慎重に検討を重ねる
べきだとの意⾒が内外よりあり。参加者の能⼒や
状況により⼀律に出せる性質のものでもないた
め公平性を⽋くことや、不当な労働の対価として
⾒られる可能性など。今回のプロヘクト評価から
は除外することが妥当と判断された。 
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② -4 若者が⽬指すべきライ
フスタイルの⽅向性を定
めるための活動（企業研
修、就職⾯接、学校⾒学、
⽥舎暮らし体験など）を
した 

件数、職員による
活動レポート 

40件、若者⼀⼈⼀
⼈に適した体験
の機会を提供し
ていくことがで
きている 

2024 年 1
⽉ 
 

14件 
諸団体との連携や会議など 

２ 

③ -1 関わった若者へ定期的
に SNS等を⽤いて連絡を
⾏った 
 

件数、職員による
活動レポート 

10 件×関わった
若者の⼈数 

2024 年 1
⽉ 
 

団体からの SNS ⼀⻫発信 8回 
45名／団体来訪 
60名／電話相談 
約 100名、500 回以上LINE上のやりとり 

１ 

＊進捗状況：1 計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3 計画より遅れている、4 その他 
 
② 事業進捗に関する報告 
1.事業計画に掲げた短期アウトカムの達成の⾒込み 

  1.達成の⾒込み   
2.アウトカムの状況 

A：変更項⽬ 
☐変更なし þ短期アウトカムの内容 ☐短期アウトカムの表現  ☐短期アウトカムの指標 ☐アウトカムの⽬標値 

3. 活動に関する報告 
活動予算の⼤部分を占める、ビニールハウスの設置や農業機械の導⼊などの設備充⾜、ホームページのリニューアル、関連団体との連携連
絡など、若者を受け⼊れるにあたっての環境整備は順調に進められたように思う。⼀⽅で、コロナのまん延防⽌期間の延⻑などを受け、思
うようにワークキャンプや⼤規模な農業体験を⾏うことが叶わず初年度を終えることとなった。2 年⽬の 5 ⽉にいよいよ⼤規模なワークキ
ャンプ始動を予定しており、それ以降と続く次年度からの利⽤者拡⼤に向けて準備しているところです。 
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6. 新型コロナウイルス感染拡⼤に対して、事業活動を⾏う際に⼯夫した点 
⼤規模な宿泊を伴う活動は⾃粛したが、3〜20⼈程度までの農業体験（半⽇）は定期的に実施した。農場（屋外）での活動だけにとどめる
ことで、参加者も安⼼して活動することができたように思う。また、⼦供たちの外出機会が失われている状況を受け、コロナ渦だからこそ
のイベントの重要性を重視し、感染対策を徹底したうえで、屋外でのアクティビティを若者を交えて⾏った。 

 
④ 広報に関する報告 
シンボルマークの使⽤状況 

þ⾃団体のウェブサイトで表⽰している  ☐広報制作物に表⽰している  
☐報告書に表⽰している þイベント実施時に表⽰している ☐その他 
→「その他」を選択した場合は記載してください（⾃由記述）： 

 
広報 

1.メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・雑誌・WEB等） 
 RCCによる取材（2022 年？4 ⽉ 22 ⽇放送） 

2.広報制作物等 
 

3.報告書等 
 

4.イベント開催等（シンポジウム、フォーラム等） 
 団体説明会・講演会 8回（若者交流館、JA、RCC、もみじの会、ひきこもり相談センター、北部サポステ、公益社団法⼈⽇本駆け込み寺、
⾃団体にて体験参加者に向けて） 
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④規程類の整備に関する報告  
1.  事業期間に整備が求められている規程類の整備は完了しましたか。 

þ完了  ☐整備中 
 
2. 整備が完了した規程類を web サイト上で広く⼀般公開していますか。 

þ全て公開した ☐⼀部未公開 ☐未公開 
→「⼀部未公開」「未公開」を選択した場合の理由と公開予定⽇： 

 
3.  変更があった規程類に関して資⾦分配団体に報告しましたか。 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 

 
⑤ガバナンス・コンプライアンスに関する報告 
1. 社員総会、理事会、評議会は定款の定める通りに開催されていますか。 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 
 

2. 内部通報制度は整備されていますか。 
þはい  ☐いいえ 
→「はい」の場合の設置⽅法（複数選択可）：þ内部に窓⼝を設置  ☐外部に窓⼝を設置  ☐ JANPIA の窓⼝を利⽤ 
 

3. 利益相反防⽌のための⾃⼰申告を定期的に⾏っていますか。 
þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 
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4. 関連する規程の定めどおり情報公開を⾏っていますか 
þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
5. コンプライアンス委員会は定期的に開催されていますか。 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
6. 報告年度の内部監査⼜は外部監査を実施予定ですか。（実施済みの場合含む） 
☐内部監査を実施  þ外部監査を実施  ☐実施する予定がない 
→「実施する予定がない」を選択した場合の理由： 

 

添付資料 

活動の写真（画像データは 1枚２MG以下、3〜4枚程度） 


